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成したグラフは公表日を基準とした。なお，本県の死亡
者については，2022年10月 4 日時点で，2021年中に死
亡したとしてHER-SYSに登録されていた事例をデータ
として用いた。

3　結果
3.1　月別発生状況（公表資料より）
岡山県では，2021年 1月は前年12月から続くいわゆる
流行の「第 3波」の只中にあった。全国的には緊急事態
宣言が発出されており，首都圏や関西，九州などの一部
がその区域に指定された。
その後 2月及び 3月は感染者数が減少したが，4月は
増加に転じ，いわゆる流行の「第 4波」となり，1月の
感染者数を超過した（1月975名，4月1,253名）。5月に
入ると更に感染者数が急増し，1月の約3.5倍の感染者数
となり（3,394名），5月16日から本県も緊急事態宣言の
区域に指定された。このとき，県内の流行株は，第 3波
で感染の主流であったB.1.1.214及びB.1.1.284の 2 系統2）

からアルファ株にほぼ置き換わっていた。その後 6月に
は感染者数は大幅に減少し（250名），緊急事態宣言の区
域の指定も 6月20日までとなった。
しかし，7月から感染者数は増加に転じた（いわゆる

流行の「第 5波」）。岡山県では 7月の感染者数は595名，
8月は5,198名となり，これまでに経験したことのない規
模の発生状況となった。本県は，8月20日から新型コロ
ナウイルス感染症まん延防止等重点措置の区域に指定さ
れていたが，8月27日からは緊急事態宣言の区域とされ
た。この時期は，全国的にみてもデルタ株のスクリーニ
ング検査陽性率がほぼ100 %となっており（8月30日時
点） 3），県内の流行株も，第 4波で感染の主流であったア
ルファ株からデルタ株にほぼ置き換わっていた3）。その
後 9月には感染者数は減少（1,711名）し，緊急事態宣言
の区域は 9月12日までの指定となり，9月13日からまん

1　はじめに
新型コロナウイルス感染症は，2019年12月中華人民

共和国湖北省武漢市において確認されて以降，急速に世
界的に流行が拡大した。2020年 1 月30日，世界保健機
関（WHO）により「国際的に懸念される公衆衛生上の緊
急事態（PHEIC）」が宣言され，2020年 3 月11日にはパ
ンデミック（世界的な大流行）の状態にあるとの表明が
なされた1）。日本国内では2020年 1 月に初めて感染者が
確認され，その後複数回の感染者の大規模な発生を経て，
全国的な流行拡大が継続している。当該感染症の「感染
症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」
（平成10年法律第104号。以下「感染症法」という。）に
よる位置づけは，当初，感染症法第14条第 1項に基づく
疑似症サーベイランスの対象であったが，2020年 2 月 1
日に感染症法第 6条第 8項に基づく指定感染症に指定さ
れ，その後，2021年 2 月13日に新型インフルエンザ等
感染症に変更された。岡山県においても流行に関して例
外ではなく，国内の大規模な発生時期（波）に概ね合っ
た形で，多くの感染者が発生している。ここでは本県の
2021年の発生状況を概観する。

2　感染症発生動向調査
2.1　調査方法
解析に用いたデータは，岡山県のデータについては県

の公表資料の他，新型コロナウイルス感染者等情報把
握・管理支援システム（HER-SYS：Health Center Real-
time Information-sharing System on COVID-19：以下
「HER-SYS」という。）に報告された各関係機関からの
感染者情報を用いた。また，全国のデータは，厚生労働
省の公表データや国立社会保障・人口問題研究所の集計
データ等を用い，解析を行った。
2.2　調査期間
2021年 1 月 1 日～12月31日とした。公表資料から作
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級別では，20歳代が3,521名で最も多く，次いで30歳代
2,101名，40歳代2,035名，50歳代1,611名の順であった 
（図 3）。全国の2020年12月29日から2022年 1 月 4 日ま
での感染者の年齢階級別を示す（図 4）。本県と全国の発
生状況を比較すると，20歳代に次いで30～40歳代が多
かった点は同様であったが，一方で本県では10歳未満が
少なく，70歳代以上が多かった。これは，2020年と同様
の傾向であったが，年齢階級非公表の事例があり，結果
の解釈には注意を要する5）。
なお，本県の2020年と2021年の年齢階級別発生割合
を比較すると（図 5），2021年は特に20歳代以下の若年

延防止等重点措置の実施区域とされた（9月30日まで）。
10月から12月までは感染者数が減少し，低い水準を維持
した。本県の月別発生状況（図 1）は，全国（図 2）と比
較すると，5月の感染者数の増加が顕著となっていた。
なお，県内の流行株の変遷の詳細については，本年報

の「岡山県におけるSARS-CoV-2の次世代シーケンサー
による全ゲノム解析調査（2020-2022）」 4）で報告されて
いる。
3.2　性別，年齢階級別発生状況（公表資料より）
調査期間における本県の感染者の性別は，男性7,035

名，女性5,678名，性別非公表1,479名であった。年齢階

図 5　2020年と2021年の年齢階級別発生割合比較 （岡山県）

図 4　年齢階級別発生状況
（全国，2020年12月29日～2022年1月4日，非公表除く）

図 3　年齢階級別発生状況 （岡山県）

図 1　月別発生状況 （岡山県） 図 2　月別発生状況 （全国）
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状況，及び死亡者数の累積状況を示す（図 9及び10）。
死亡者数は第 4波の方が，感染者数が急増した第 5波よ
りも多かった。
3.5　年齢階級別死亡者割合
本県で2021年中に死亡したとしてHER-SYSに登録さ

れていた99名の年齢階級別のグラフを図11に示す。全国
の年齢階級別死亡者数については，国立社会保障・人口
問題研究所が自治体データに基づいて作成したデータ6）

を用いて，グラフを作成した（図12）。本県の死亡者は，
全国と同様，80歳代以上の高齢者に多く認められた。
3.6　変異株の状況について
アルファ株は，2020年12月上旬に英国で最初に報告さ
れた変異株である。イングランド南東部で確認され，英
国の感染者の急増の原因となり，その後世界各地で確認

層の割合が顕著に増加し，60歳代以上の高齢者の割合が
減少した。
3.3　クラスター種類別発生状況（公表資料より）
本県で発生したクラスターは，施設数では，「会社・事
業所等」の44施設が最も多く，次いで「高齢者施設」の
23施設，「接待を伴う飲食店」の18施設の順であった
（図 6）。
感染者数でも，「会社・事業所」が467名と最も多く，

次いで「高齢者施設」の297名，「接待を伴う飲食店」の
219名の順であった（図 7）。また，週単位のクラスター
発生施設数としては，第34週（8/23～8/29）及び第35
週（8/30～9/5）の14施設が最も多かった（図 8）。
3.4　岡山県における死亡者
本県の公表資料から作成した，日単位の死亡者の発生

※その他：寮，共同住宅，喫煙所，塾など

図 8　週単位クラスター発生状況 （施設数）

図 7　クラスター発生状況 （感染者数）図 6　クラスター発生状況 （施設数）
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デルタ株等の，従来株よりも感染力が強い変異株の出現
により，これまでに経験したことのない急激かつ大規模
な発生をみた。一方で，予防接種の普及や，変異株自体
の重症化リスクの低下，更には治療薬の普及等もあり，
重症者数や死亡者数は感染者数に比して低値を示した。
2022年に入ってからは，今までの変異株よりも更に感染
力が強いとされているオミクロン株が流行の主流となっ
ている。従来の感染予防策（屋内でのマスクの着用，換
気，手洗いなど）の徹底とともに，広い年齢層への予防
接種を推進することが重要である。
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4　まとめ
新型コロナウイルス感染症については，岡山県では
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図12　年齢階級別死亡者数
（全国，2021年 1 月 4 日～2022年 1 月3日）

図11　年齢階級別死亡者数
（岡山県， 2021年中の死亡者としてHER-SYSに入力があったもの）

図 9　死亡者発生状況 （日単位，岡山県） 図10　累積死亡者数 （岡山県）
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